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No. ２ 所管箇所 企画室（ＴＱＭ推進・経営管理Ｇｒ）

基本行動方針 ①安全を何よりも優先します

行 動 計 画 (1)経営計画における安全最優先の明確化と浸透

実 施 項 目

【経営層による現場第一線への経営計画の浸透】

経営計画に基づき現場第一線が安全最優先に業務を展開できるように、経営層が率

先して一から出直す強い意識を持ち、第一線職場に赴いて膝詰めで対話する。具体

的には、四半期ごとに対象層とテーマを分けて実施し、各層における理解度、現場

において安全最優先に業務を展開するために必要な改善すべき要件、これらの具体

化内容、実施状況等の確認・評価を行ない、必要な経営計画の軌道修正を行なうと

ともに、次年度計画に反映する。

１． 目　的

　社長宣言の「安全を守る。それは私の使命、我が社の使命」に基づく、「安全を何よりも優先す

る」という基本行動方針を、経営層の強いコミットメントのもと、現場第一線に早期に浸透・定

着させる。

２． 具体的実施内容

（１）経営計画対話による安全最優先の業務展開状況の確認・分析評価および改善

 ａ．経営層と現場第一線が、膝詰めで対話する場を設け、経営層が現場第一線に理念を伝えると
ともに、現場第一線の実態を確実に把握し、経営計画に適宜反映していく。

  　（対話方法）
　　　・会社の方針（経営計画、行動計画等）から、現状の業務における課題を特定し（テーマ

例：組織、要員、予算、業務遂行方法、諸制度等）、具体的な課題について議論を行なう。

　　　・実施に当たっては、原子力事業本部の実施する事業本部運営計画策定のための膝詰め対

話とも協調して実施する。

ｂ．膝詰め対話で出された意見・要望のうち、部門横断的な課題については、原子力保全改革委

員会直属の「社内諸制度 WG」（No.26 参照）において検討し、検討すべき問題点、改善策
をスピーディーに委員会に上申する。

　　　［対話実績：平成 17年 5月末現在］
　　　　　全社で４４回（うち若狭支社１回、高浜１回）

　　

３． 評　価

  ・膝詰め対話で出された意見・要望が、適切に処置されていることを確認する。
・対話が有効なものであったかどうかについて、継続的に実施していく対話活動の中で確認して

いく。

スケジュール

実施事項 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度

(1) 経営計画対話による
安全最優先の業務展開

状況の確認・分析評価

および改善

    経営層と第一線職場との膝詰め対話

次年度経営計画への反映

▽

    意見・要望の処置・経営計画への反映（適宜）
































































































